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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷凍サイクル装置の蒸発器として機能する熱交換器であって、
　それぞれ水平方向に延伸して互いに上下方向に並列し、冷媒を流通させる複数の扁平管
と、
　前記複数の扁平管の一端がそれぞれ接続される複数の接続空間が形成された接続部と、
　前記複数の接続空間のそれぞれに接続された冷媒分配器と、
　を備え、
　前記複数の扁平管のそれぞれは、風上側に配置される第１側端部と、風下側に配置され
る第２側端部と、前記第１側端部と前記第２側端部との間に並列した複数の冷媒通路と、
を有するとともに、前記第１側端部の前記上下方向における高さ位置が前記第２側端部の
前記上下方向における高さ位置よりも低くなるように傾斜しており、
　前記複数の接続空間は、前記上下方向で互いに仕切られており、
　前記複数の接続空間のそれぞれの下面は、風上側に配置される第１領域と、風下側に配
置される第２領域と、を有するとともに、前記第１領域の前記上下方向における高さ位置
が前記第２領域の前記上下方向における高さ位置よりも低くなるように傾斜し、
　前記複数の接続空間のそれぞれの上面は、前記複数の扁平管のそれぞれには沿わずに、
水平方向に沿って形成されている熱交換器。
【請求項２】
　前記接続部は、複数の板状部材を用いて形成されている請求項１に記載の熱交換器。



(2) JP 6987227 B2 2021.12.22

10

20

30

40

50

【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載の熱交換器を備えた冷凍サイクル装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の扁平管を備えた熱交換器及び冷凍サイクル装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、風上熱交換器ユニットと、風下熱交換ユニットと、風上熱交換器ユニ
ット及び風下熱交換器ユニットの端部に隣接して設けられた接続ユニットと、を備えた熱
交換器が記載されている。接続ユニットは、風上熱交換器ユニットのｎ本の扁平管の端部
と、風下熱交換器ユニットのｎ本の扁平管の端部と、を一対一で連通させるｎ本の連通路
を有する。これにより、各扁平管を流れる冷媒の質量流量の均一化を容易にすることがで
きる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１５－５５４１３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　扁平管は、当該扁平管の幅方向に並列した複数の流体通路を有している。特許文献１の
熱交換器では、各扁平管を流れる冷媒の質量流量が均一化されるため、各扁平管において
複数の流体通路のそれぞれを流れる冷媒の質量流量も均一化される。しかしながら、各扁
平管において複数の流体通路のそれぞれを流れる冷媒の質量流量が均一化されたとしても
、熱交換器性能を必ずしも向上できないという課題があった。
【０００５】
　本発明は、上述のような課題を解決するためになされたものであり、熱交換器性能を向
上できる熱交換器及び冷凍サイクル装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る熱交換器は、冷凍サイクル装置の蒸発器として機能する熱交換器であって
、それぞれ水平方向に延伸して互いに上下方向に並列し、冷媒を流通させる複数の扁平管
と、前記複数の扁平管の一端がそれぞれ接続される複数の接続空間が形成された接続部と
、前記複数の接続空間のそれぞれに接続された冷媒分配器と、を備え、前記複数の扁平管
のそれぞれは、風上側に配置される第１側端部と、風下側に配置される第２側端部と、前
記第１側端部と前記第２側端部との間に並列した複数の冷媒通路と、を有するとともに、
前記第１側端部の前記上下方向における高さ位置が前記第２側端部の前記上下方向におけ
る高さ位置よりも低くなるように傾斜しており、前記複数の接続空間は、前記上下方向で
互いに仕切られており、前記複数の接続空間のそれぞれの下面は、風上側に配置される第
１領域と、風下側に配置される第２領域と、を有するとともに、前記第１領域の前記上下
方向における高さ位置が前記第２領域の前記上下方向における高さ位置よりも低くなるよ
うに傾斜し、前記複数の接続空間のそれぞれの上面は、前記複数の扁平管のそれぞれには
沿わずに、水平方向に沿って形成されている。
　本発明に係る冷凍サイクル装置は、本発明に係る熱交換器を備えたものである。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、冷媒分配器によって接続空間に分配された冷媒が扁平管の複数の冷媒
通路に流入する際、第１側端部に近い冷媒通路ほど液の比率が高い冷媒を流入させること
ができる。これにより、冷媒と空気との間の熱伝達率が高い第１側端部寄りの冷媒通路に
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、液の比率が高い冷媒を流通させることができるため、液冷媒を積極的に蒸発させること
ができる。したがって、熱交換器の熱交換器性能を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施の形態１に係る熱交換器の構成を示す分解斜視図である。
【図２】本発明の実施の形態１に係る熱交換器の扁平管１０の構成を示す断面図である。
【図３】本発明の実施の形態１に係る熱交換器の扁平管１０と接続部３０との接続構造を
示す断面図である。
【図４】図３のＩＶ－ＩＶ断面を示す断面図である。
【図５】本発明の実施の形態１に係る熱交換器の構成の変形例を示す断面図である。
【図６】本発明の実施の形態１に係る熱交換器が蒸発器として機能する場合の接続空間３
７の状態を示す図である。
【図７】本発明の実施の形態２に係る冷凍サイクル装置の構成を示す冷媒回路図である。
【図８】本発明の実施の形態２の変形例に係る冷凍サイクル装置の構成を示す冷媒回路図
である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
実施の形態１．
　本発明の実施の形態１に係る熱交換器について説明する。図１は、本実施の形態に係る
熱交換器の構成を示す分解斜視図である。本実施の形態に係る熱交換器は、空気と冷媒と
の熱交換を行う空気熱交換器であり、少なくとも冷凍サイクル装置の蒸発器として機能す
る。図１では、空気の流れ方向を白抜き矢印で示している。図１に示すように、熱交換器
は、冷媒を流通させる複数の扁平管１０と、複数の扁平管１０の延伸方向の一端に接続さ
れた接続部３０と、外部から流入した冷媒を接続部３０を介して複数の扁平管１０に分配
する冷媒分配器４０と、を有している。複数の扁平管１０のそれぞれは、水平方向に延伸
している。複数の扁平管１０は、互いに上下方向に並列している。複数の扁平管１０のう
ち隣り合う２つの扁平管１０の間には、空気の流路となる隙間１１が形成されている。隣
り合う２つの扁平管１０の間には、伝熱フィンが設けられていてもよい。図示していない
が、複数の扁平管１０の延伸方向の他端には、ヘッダ集合管が接続されている。熱交換器
が冷凍サイクル装置の蒸発器として機能する場合には、扁平管１０の上記一端から上記他
端に向かって冷媒が流れる。熱交換器が冷凍サイクル装置の凝縮器として機能する場合に
は、扁平管１０の上記他端から上記一端に向かって冷媒が流れる。
【００１０】
　図２は、本実施の形態に係る熱交換器の扁平管１０の構成を示す断面図である。図２で
は、扁平管１０の延伸方向と垂直な断面を示している。図２に示すように、扁平管１０は
、長円形状等の一方向に扁平な断面形状を有している。扁平管１０は、第１側端部１０ａ
、第２側端部１０ｂ及び一対の平坦面１０ｃ、１０ｄを有している。図２に示す断面にお
いて、第１側端部１０ａは、平坦面１０ｃの一方の端部と平坦面１０ｄの一方の端部とに
接続されている。同断面において、第２側端部１０ｂは、平坦面１０ｃの他方の端部と平
坦面１０ｄの他方の端部とに接続されている。第１側端部１０ａは、熱交換器を通過する
空気の流れにおいて風上側、すなわち前縁側に配置される側端部である。第２側端部１０
ｂは、熱交換器を通過する空気の流れにおいて風下側、すなわち後縁側に配置される側端
部である。以下、扁平管１０の延伸方向と垂直であってかつ平坦面１０ｃ、１０ｄに沿う
方向（図２の左右方向）を、扁平管１０の長径方向という場合がある。
【００１１】
　扁平管１０は、長径方向に沿って第１側端部１０ａと第２側端部１０ｂとの間に配列し
た複数の冷媒通路１２を有している。複数の冷媒通路１２のそれぞれは、扁平管１０の延
伸方向と平行に延びるように形成されている。
【００１２】
　図１に戻り、複数の扁平管１０のそれぞれは、風上側に配置される第１側端部１０ａの
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高さ位置が、風下側に配置される第２側端部１０ｂの高さ位置よりも低くなるように、水
平面に対して傾斜して設けられている。
【００１３】
　図３は、本実施の形態に係る熱交換器の扁平管１０と接続部３０との接続構造を示す断
面図である。図３では、扁平管１０の延伸方向と平行でかつ扁平管１０の長径方向と垂直
な断面を示している。図１及び図３に示すように、接続部３０は、それぞれ扁平管１０の
延伸方向と垂直に配置された第１板状部材３１、第２板状部材３２及び第３板状部材３３
が積層された構成を有している。第１板状部材３１、第２板状部材３２及び第３板状部材
３３はいずれも、上下方向に長い長方形平板状の形状を有している。
【００１４】
　第１板状部材３１には、複数の扁平管１０の一端が嵌入されて固定される複数の第１貫
通孔３４が形成されている。複数の第１貫通孔３４は、上下方向に並列して設けられてい
る。第１貫通孔３４は、扁平管１０の外周形状と同様に扁平な開口形状を有しており、扁
平管１０の傾斜に倣う方向に傾斜している。第１貫通孔３４の開口端は、ろう付け等によ
り扁平管１０の外周面と全周にわたって接合されている。
【００１５】
　第２板状部材３２には、複数の第２貫通孔３５が形成されている。複数の第２貫通孔３
５は、上下方向に並列して設けられており、上下方向で互いに仕切られている。第２貫通
孔３５は、扁平管１０の外周形状と同様に扁平な開口形状を有している。第２貫通孔３５
の開口面積は、第１貫通孔３４の開口面積と同一又はそれより大きくなっている。扁平管
１０の延伸方向と平行に見ると、第２貫通孔３５の開口端は、扁平管１０の外周面よりも
外側に位置している。第２貫通孔３５の内部には、接続空間３７が形成される。扁平管１
０の一端は、第１貫通孔３４を貫通して第２貫通孔３５にまで達している。これにより、
扁平管１０の一端に位置する先端部１０ｅは、接続空間３７に面している。すなわち、扁
平管１０の一端は、接続空間３７に対して直接接続されている。接続空間３７は、当該接
続空間３７に接続された扁平管１０の複数の冷媒通路１２と連通している。
【００１６】
　第３板状部材３３には、複数の接続空間３７とそれぞれ連通する複数の第３貫通孔３６
が形成されている。複数の第３貫通孔３６は、上下方向に並列して設けられている。第３
貫通孔３６は、例えば円形状の開口形状を有している。第３貫通孔３６の開口面積は、第
２貫通孔３５の開口面積よりも小さくなっている。
【００１７】
　冷媒分配器４０は、冷媒を分流させる分流器４１と、分流器４１と複数の接続空間３７
とを接続する複数のキャピラリチューブ４２と、を有している。本実施の形態では、ディ
ストリビュータ方式の冷媒分配器４０を例示しているが、冷媒分配器４０の形態はこれに
限られない。冷媒分配器４０は、複数の板状部材が積層された積層型であってもよいし、
ヘッダタンクを備えるヘッダ型であってもよい。また、冷媒分配器４０と接続部３０とは
一体的に構成されていてもよい。
【００１８】
　図４は、図３のＩＶ－ＩＶ断面を示す断面図である。図４の上下方向は、鉛直上下方向
を表している。図４では、空気の流れ方向を白抜き矢印で示している。図４に示すように
、複数の接続空間３７は、扁平管１０毎に独立して設けられている。複数の接続空間３７
は、少なくとも上下方向で互いに仕切られている。扁平管１０の延伸方向に平行に見ると
、複数の接続空間３７のそれぞれは、長円形状等の扁平な形状を有している。接続空間３
７は、平面状の上面３７ａ及び下面３７ｂと、円弧状の第１側面３７ｃ及び第２側面３７
ｄと、によって画定されている。上面３７ａ、下面３７ｂ、第１側面３７ｃ及び第２側面
３７ｄは、第２貫通孔３５の開口端により構成されている。第１側面３７ｃは、接続空間
３７の風上側に位置しており、扁平管１０の第１側端部１０ａと対面している。第２側面
３７ｄは、接続空間３７の風下側に位置しており、扁平管１０の第２側端部１０ｂと対面
している。接続空間３７は、第１側面３７ｃの高さ位置が第２側面３７ｄの高さ位置より



(5) JP 6987227 B2 2021.12.22

10

20

30

40

50

も低くなるように傾斜して形成されている。これにより、接続空間３７の下面３７ｂは、
扁平管１０の傾斜に倣う方向に傾斜している。下面３７ｂは、風上側に配置される第１領
域３７ｂ１と、第１領域３７ｂ１よりも風下側に配置される第２領域３７ｂ２と、を有す
る。第１領域３７ｂ１の高さ位置は、第２領域３７ｂ２の高さ位置よりも低くなっている
。すなわち、下面３７ｂは、風上側が風下側よりも重力方向下側に位置するように傾斜し
ている。図４に示す構成では、下面３７ｂの傾斜角度が扁平管１０の傾斜角度と一致して
いるが、下面３７ｂの傾斜角度は扁平管１０の傾斜角度と一致していなくてもよい。同様
に、接続空間３７の上面３７ａは、扁平管１０の傾斜に倣う方向に傾斜している。上面３
７ａは、風上側に配置される第３領域３７ａ１と、第３領域３７ａ１よりも風下側に配置
される第４領域３７ａ２と、を有する。第３領域３７ａ１の高さ位置は、第４領域３７ａ
２の高さ位置よりも低くなっている。すなわち、上面３７ａは、風上側が風下側よりも重
力方向下側に位置するように傾斜している。図４に示す構成では、上面３７ａの傾斜角度
が扁平管１０の傾斜角度と一致しているが、上面３７ａの傾斜角度は扁平管１０の傾斜角
度と一致していなくてもよい。
【００１９】
　また、図４に示す構成では、上面３７ａ、第１側面３７ｃ及び第２側面３７ｄが扁平管
１０に沿うように形成されているが、上面３７ａ、第１側面３７ｃ及び第２側面３７ｄは
、必ずしも扁平管１０に沿うように形成されている必要はない。図５は、本実施の形態に
係る熱交換器の構成の変形例を示す断面図である。図５では、図４と対応する部分の断面
を示している。図５に示すように、接続空間３７の上面３７ａは、扁平管１０には沿わず
に、水平方向に沿って形成されている。接続空間３７の第１側面３７ｃ及び第２側面３７
ｄは、扁平管１０には沿わずに、上下方向に沿って形成されている。第１領域３７ｂ１の
高さ位置が第２領域３７ｂ２の高さ位置よりも低くなるように下面３７ｂが傾斜している
点は、図４に示した構成と同様である。
【００２０】
　本実施の形態に係る熱交換器の動作について説明する。熱交換器が冷凍サイクル装置の
蒸発器として機能する場合、冷媒分配器４０には外部から気液二相冷媒が流入する。冷媒
分配器４０に流入した気液二相冷媒は、分流器４１によって複数のキャピラリチューブ４
２に均等に分配される。複数のキャピラリチューブ４２のそれぞれに分配された気液二相
冷媒は、複数の接続空間３７のそれぞれに供給される。
【００２１】
　図６は、本実施の形態に係る熱交換器が蒸発器として機能する場合の接続空間３７の状
態を示す図である。図６では、図４と同一の断面を示している。図６に示すように、接続
空間３７に流入した気液二相冷媒のうち密度の大きい液冷媒７１は、接続空間３７内の下
部に移動する。気液二相冷媒のうち密度の小さいガス冷媒７２は、接続空間３７内の上部
に移動する。下面３７ｂの傾斜により、液冷媒７１は、接続空間３７内の第１側面３７ｃ
寄りに溜まり、ガス冷媒７２は、接続空間３７内の第２側面３７ｄ寄りに溜まる。液冷媒
７１とガス冷媒７２との界面となる液面７３は、複数の冷媒通路１２の並列方向すなわち
扁平管１０の長径方向に対して傾斜する。この結果、接続空間３７から複数の冷媒通路１
２のそれぞれには、気液の比率が互いに異なる冷媒が流入する。第１側端部１０ａに近い
冷媒通路１２ほど液の比率が高い冷媒が流入し、第１側端部１０ａに最も近い冷媒通路１
２には、液単相冷媒又は液の比率が最も高い気液二相冷媒が流入する。一方、第２側端部
１０ｂに近い冷媒通路１２ほど、ガスの比率が高い冷媒が流入する。
【００２２】
　扁平管１０の複数の冷媒通路１２に流入した冷媒は、扁平管１０の延伸方向に沿って流
通する。複数の冷媒通路１２を流通する冷媒は、空気との熱交換により蒸発してガス冷媒
となり、扁平管１０の他端側に設けられたヘッダ集合管に流入する。
【００２３】
　ここで、扁平管１０の前縁となる風上側の第１側端部１０ａでは、冷媒と空気との間の
熱伝達率が扁平管１０で最も高くなる。このため、第１側端部１０ａ寄りの冷媒通路１２
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に液の比率が高い冷媒を流通させることにより、液冷媒を積極的に蒸発させることができ
る。したがって、本実施の形態によれば、熱交換器の熱交換器性能を向上させることがで
きる。熱交換器性能の向上により冷凍サイクルを効率的に運転することができるため、冷
凍サイクル装置の省エネルギー化を実現することができる。
【００２４】
　また、熱交換器の伝熱管として扁平管が用いられる場合には、伝熱管として円管が用い
られる場合と比較して冷媒の圧力損失が大きくなる。このため、熱交換器のパス数を多く
する必要があることから、扁平管が用いられた熱交換器には、通常、多分岐の冷媒分配器
が備えられる。冷媒分配器の分岐数が多くなると、接続空間の数も多くなるため、熱交換
器における接続空間の容積の総和が大きくなる。これにより、接続空間に滞留する冷媒量
が多くなってしまうため、冷凍サイクル装置の冷媒量が増大してしまう場合がある。これ
に対し、本実施の形態では、接続空間３７の上面３７ａ及び下面３７ｂの双方が扁平管１
０の傾斜に倣う方向に傾斜している。これにより、接続空間３７の上面３７ａ及び下面３
７ｂの双方を扁平管１０の外周面に沿うように形成でき、接続空間３７のそれぞれの容積
を小さくすることができるため、熱交換器における接続空間３７の容積の総和の増大を抑
えることができる。したがって、本実施の形態によれば、冷凍サイクル装置の冷媒量を削
減できるという効果も得られる。
【００２５】
　また、本実施の形態の熱交換器が冷凍サイクル装置の蒸発器として機能する場合、扁平
管１０を流れる冷媒の温度は空気温度よりも低くなる。扁平管１０又は伝熱フィンの表面
温度が空気の露点温度以下になると、扁平管１０又は伝熱フィンの表面で結露が生じる。
本実施の形態では、扁平管１０が傾斜して設けられているため、扁平管１０又は伝熱フィ
ンの表面の結露水は、扁平管１０の上面で滞留することなく下方に円滑に流れ落ちる。し
たがって、本実施の形態によれば、熱交換器から結露水を容易に排水することができると
いう効果も得られる。
【００２６】
　また、本実施の形態の熱交換器は、冷凍サイクル装置の室外熱交換器として用いること
ができる。この場合、外気温度が低い状態で熱交換器が蒸発器として機能すると、結露水
が霜となって熱交換器に付着する。このため、冷凍サイクル装置では、霜を融解させる除
霜運転が定期的に行われる。本実施の形態では、扁平管１０が傾斜して設けられているた
め、除霜運転による霜の融解によって生じたドレン水は、扁平管１０の上面で滞留するこ
となく下方に円滑に流れ落ちる。したがって、本実施の形態によれば、除霜運転で生じた
ドレン水を熱交換器から容易に排水することができるため、除霜時間を短縮できるという
効果も得られる。
【００２７】
　以上説明したように、本実施の形態に係る熱交換器は、それぞれ水平方向に延伸して互
いに上下方向に並列し、冷媒を流通させる複数の扁平管１０と、複数の扁平管１０の一端
がそれぞれ接続される複数の接続空間３７が形成された接続部３０と、複数の接続空間３
７のそれぞれに接続され、複数の接続空間３７を介して複数の扁平管１０に冷媒を分配す
る冷媒分配器４０と、を備えている。複数の扁平管１０のそれぞれは、風上側に配置され
る第１側端部１０ａと、風下側に配置される第２側端部１０ｂと、第１側端部１０ａと第
２側端部１０ｂとの間に並列した複数の冷媒通路１２と、を有する。また、複数の扁平管
１０のそれぞれは、第１側端部１０ａの上下方向における高さ位置が第２側端部１０ｂの
上下方向における高さ位置よりも低くなるように傾斜している。複数の接続空間３７は、
上下方向で互いに仕切られている。複数の接続空間３７のそれぞれの下面３７ｂは、風上
側に配置される第１領域３７ｂ１と、風下側に配置される第２領域３７ｂ２と、を有する
とともに、第１領域３７ｂ１の上下方向における高さ位置が第２領域３７ｂ２の上下方向
における高さ位置よりも低くなるように傾斜している。
【００２８】
　この構成によれば、冷媒分配器４０によって接続空間３７に分配された冷媒は、接続空
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間３７内の風上寄りに溜まる液冷媒７１と、接続空間３７内の風下寄りに溜まるガス冷媒
７２とに分離される。このため、冷媒が接続空間３７から扁平管１０の複数の冷媒通路１
２に流入する際、第１側端部１０ａに近い冷媒通路１２ほど液の比率が高い冷媒を流入さ
せることができる。これにより、冷媒と空気との間の熱伝達率が高い第１側端部１０ａ寄
りの冷媒通路１２に液の比率が高い冷媒を流通させることができるため、液冷媒を積極的
に蒸発させることができる。したがって、熱交換器の熱交換器性能を向上させることがで
きる。
【００２９】
　また、本実施の形態に係る熱交換器において、複数の接続空間３７のそれぞれの上面３
７ａは、風上側に配置される第３領域３７ａ１と、風下側に配置される第４領域３７ａ２
と、を有するとともに、第３領域３７ａ１の上下方向における高さ位置が第４領域３７ａ
２の上下方向における高さ位置よりも低くなるように傾斜していてもよい。この構成によ
れば、接続空間３７の容積を小さくすることができるため、冷凍サイクル装置の冷媒量を
削減することができる。
【００３０】
　また、本実施の形態に係る熱交換器において、接続部３０は、複数の板状部材（例えば
、第１板状部材３１、第２板状部材３２及び第３板状部材３３）を用いて形成されていて
もよい。この構成によれば、複数の接続空間３７を有する接続部３０を、プレス機などに
よる打ち抜き加工を用いて成形することができるため、熱交換器の生産性を向上させるこ
とができる。
【００３１】
実施の形態２．
　本発明の実施の形態２に係る冷凍サイクル装置について説明する。図７は、本実施の形
態に係る冷凍サイクル装置の構成を示す冷媒回路図である。本実施の形態では、冷凍サイ
クル装置として空気調和装置を例示しているが、本実施の形態の冷凍サイクル装置は、給
湯装置などにも適用できる。図７に示すように、冷凍サイクル装置は、圧縮機５１、四方
弁５２、室内熱交換器５３、減圧装置５４及び室外熱交換器５５が冷媒配管を介して環状
に接続された冷媒回路５０を有している。また、冷凍サイクル装置は、室外機５６及び室
内機５７を有している。室外機５６には、圧縮機５１、四方弁５２、室外熱交換器５５及
び減圧装置５４と、室外熱交換器５５に室外空気を供給する室外送風機５８と、が収容さ
れている。室内機５７には、室内熱交換器５３と、室内熱交換器５３に空気を供給する室
内送風機５９と、が収容されている。室外機５６と室内機５７との間は、冷媒配管の一部
である２本の延長配管６０、６１を介して接続されている。
【００３２】
　圧縮機５１は、吸入した冷媒を圧縮して吐出する流体機械である。四方弁５２は、不図
示の制御装置の制御により、冷房運転時と暖房運転時とで冷媒の流路を切り替える装置で
ある。室内熱交換器５３は、内部を流通する冷媒と、室内送風機５９により供給される室
内空気と、の熱交換を行う熱交換器である。室内熱交換器５３は、暖房運転時には凝縮器
として機能し、冷房運転時には蒸発器として機能する。減圧装置５４は、冷媒を減圧させ
る装置である。減圧装置５４としては、制御装置の制御により開度が調節される電子膨張
弁を用いることができる。室外熱交換器５５は、内部を流通する冷媒と、室外送風機５８
により供給される空気と、の熱交換を行う熱交換器である。室外熱交換器５５は、暖房運
転時には蒸発器として機能し、冷房運転時には凝縮器として機能する。
【００３３】
　室外熱交換器５５及び室内熱交換器５３の少なくとも一方には、実施の形態１の熱交換
器が用いられている。冷媒分配器４０及び接続部３０は、熱交換器において液相冷媒がよ
り多くなる位置に配置されるのが望ましい。具体的には、冷媒分配器４０及び接続部３０
は、冷媒回路５０での冷媒の流れにおいて、蒸発器として機能する熱交換器の入口側、す
なわち凝縮器として機能する熱交換器の出口側に配置されるのが望ましい。
【００３４】
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　図８は、本実施の形態の変形例に係る冷凍サイクル装置の構成を示す冷媒回路図である
。図８に示すように、本変形例では、室外熱交換器５５は、熱交換部５５ａと熱交換部５
５ｂとに分割されている。熱交換部５５ａ及び熱交換部５５ｂは、冷媒の流れにおいて直
列に接続されている。また、室内熱交換器５３は、熱交換部５３ａと熱交換部５３ｂとに
分割されている。熱交換部５３ａ及び熱交換部５３ｂは、冷媒の流れにおいて直列に接続
されている。
【００３５】
　本変形例においても、冷媒分配器４０及び接続部３０は、熱交換器において液相冷媒が
より多くなる位置に配置されるのが望ましい。具体的には、冷媒分配器４０及び接続部３
０は、冷媒回路５０での冷媒の流れにおいて、蒸発器として機能する熱交換部５５ａ、５
５ｂ、５３ａ、５３ｂのそれぞれの入口側に配置されるのが望ましい。言い換えれば、冷
媒分配器４０及び接続部３０は、冷媒回路５０での冷媒の流れにおいて、凝縮器として機
能する熱交換部５５ａ、５５ｂ、５３ａ、５３ｂのそれぞれの出口側に配置されるのが望
ましい。
【００３６】
　以上説明したように、本実施の形態に係る冷凍サイクル装置は、実施の形態１に係る熱
交換器を備えたものである。冷媒分配器４０及び接続部３０は、蒸発器として機能する熱
交換器の入口側に配置されるのが望ましい。この構成によれば、冷凍サイクル装置におい
て、実施の形態１と同様の効果が得られる。
【００３７】
　上記の各実施の形態は、互いに組み合わせて実施することが可能である。
【００３８】
　本願明細書中の「水平方向」には、完全に水平な方向だけでなく、技術常識を考慮して
実質的に水平とみなすことができる略水平な方向も含まれる。
【符号の説明】
【００３９】
　１０　扁平管、１０ａ　第１側端部、１０ｂ　第２側端部、１０ｃ、１０ｄ　平坦面、
１０ｅ　先端部、１１　隙間、１２　冷媒通路、３０　接続部、３１　第１板状部材、３
２　第２板状部材、３３　第３板状部材、３４　第１貫通孔、３５　第２貫通孔、３６　
第３貫通孔、３７　接続空間、３７ａ　上面、３７ａ１　第３領域、３７ａ２　第４領域
、３７ｂ　下面、３７ｂ１　第１領域、３７ｂ２　第２領域、３７ｃ　第１側面、３７ｄ
　第２側面、４０　冷媒分配器、４１　分流器、４２　キャピラリチューブ、５０　冷媒
回路、５１　圧縮機、５２　四方弁、５３　室内熱交換器、５３ａ、５３ｂ　熱交換部、
５４　減圧装置、５５　室外熱交換器、５５ａ、５５ｂ　熱交換部、５６　室外機、５７
　室内機、５８　室外送風機、５９　室内送風機、６０、６１　延長配管、７１　液冷媒
、７２　ガス冷媒、７３　液面。
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